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「1

ま え が き

陰(ヨ)種
の外 国産 樹 種 が 輸 入 され,利 川 植 栽 され る と,そ れ に と もな っ て新 しい 害 虫 や 今 ま でに は そ れ

問 題 に な らな か った 害 虫 が 繁 殖 し,被 害 を 学え る こ とも考 え られ る。 さ らに,こ れ まで に も在 来

こ大 き な被 害 を 与 え てい た 害 虫 が 一 層 そ の 活 動 を 活 優 に 行 な うこ とも考 え られ る。

ッカ レハ は 在 来 の ア カ マ ツ,ク ロマ ツの 食 葉性 害 虫 と して璽 要 な役 割 を演 じ,こ れ ま で に 非常 に大

被 害 を与 え てい るが,輸 入 され た外 国 産 の マ ツ属 に 対 して も被 害 を 与 え る と考 え られ る。藍 野(り)は

yマ ツ,クRマ ツ,チ ・ウセ ンマ ツ,マ ンシ ュウ ア カ マ ツ等pinus属 の殆 ん ど凡 て及 び カ ラマ ツ類 」

aす る と し,ま た,相 沢(ビの)はカ ラ フ トマ ツカ レハ(DendrolimussibilicusTschtor.)の 摂 食 した

.ヒ して マ ツ属(メ)では,ア カ マ ツ,ク ロマ ツ の ほ かP.pentaphylla,P.koraiensis,P・pumila,

%び θ∫"砥P.nigravar.austriaca,P.strobusを あ げ て い る が,実 際 に 外 国 産 マ ツ 属 に 対 す る

カ レハ の摂 食 に つ い て広 く詳 し く調 査 され た報 告 は 見 当 らな い。

r・大学農 学 部 附 属演 習 林 上 賀 茂育 種 試験 地 には 外 国産 の マ ツ属 が 数 多 く導 入 され ,各(の)種の試 験 に

れ てい るが,そ の うち90種 余 が 当 試 験 地 内 の 山 地 に 植 栽 され て い る。1961年 か ら この 山地 植 栽

目産 マ ツを 対 象 に マ ツ カ レハ の 食 害 の 有 無 を調 査 し,ま た,強 制 酌 に 網 の 中 で摂 食 させ,あ わ せ

れ らの針 葉 を 餌 とし て個 体 飼 育 し,外 国 産 マ ツ属 に 対 す る マ ツカ レハ の 摂 食 に つ い て調 査 した 。

)と ころ,ま だ マ ッ カ レハ の 摂 食 の未 確 認 の種 もあ るが,こ の報 告 は1963年7月 まで に 判 明 し

覇 をま とめ た もの で あ る・
こ 文をまとめるに,終 始有益な御助言を賜わった農学部四手井教授に厚 く御礼申し上げる。また,

・1際(む)し,種 々便'i't:を賜わ り助言をいただいた上賀茂育種試験地の橋本,伊 佐両氏および場員各位

D意 を表する。

.調 査 結 果 お よ び 考 察
き

した外国産マツ属の植栽地の状況については前報(の)を参照されたい。
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上 賀 茂 育 種 試 験 地 内V'棲 息 し て い る マ ツ カ レハ は 比 較 的 す く な く,今 ま で に こ の 附 近 の 天 然 の7

マ ツ 林 に 激 害 を 与 え た 例 は な い 。

1.野 外 で の 観 察 鶏

筆 者 らが 外 国 産 マ ツ 属 植 栽 地 で マ ツ カ レハ の 幼 虫 が 食 害 し て い る の を 確 認 し た マ ツ 属 を 列 記 す る

次 の24種 で あ る 。

P.australis,P.ayacahuite,P.ayacahuitevar.brachyptera,P.banksiana,P.echinatc

P.elliottii,P.excelsa,P.lariciovar.calabrica,P.lariciovar.Corsicana,P.luchuensi:

P.massoniana,P.muricata,P.nigra,1).pinaster,P.pinea,P.ponderosa,P.ρ 餌8・ε捌

P.radiata,P.rigida,P.strobus,P.sylvestris,P.sylvestrisvar.Rigensis,P.taedc

P.virginiana

な お,植 栽 され て い る も の で,現 在 の と こ ろ マ ツ カ レハ の 食 害 を 確 認 出 来 な い も の は 次 の8種'

る 。

P.armandi,P.halepensis,P,ブ げ γgyらP.lariciovar.pallasiana,P.nigravar.σ πS彦〆`

P.patula,P.peuce,P.torreyana

マ ツ カ レハ の 幼 虫 の 食 害 が 確 認 さ れ た も の の うち,P.ayacahuite,P.banksiana,P.radiate

他 樹 種 に 比 べ て 単 木 的 に 激 し い 被 害 を うけ て い る の を1963年7刀 に 目げ き し た 。 これ ら は 樹 高

～2mに す ぎ ず ,偶 然 そ の 個 体 に 集 中 し て 産 卵 され,数 多 くの マ ツ カ レハ 幼 虫 に よ っ て 集 団 的 に

さ れ た た め に こ の 様 な 結 果 に な っ た も の と 推 定 さ れ,こ れ ら の 樹 種 が と くに マ ツ カ レハ に 好 ま れ

め で は な く,こ の 激 害 は 偶 発 的 な 結 果 の よ うで あ る(photo.1.4.10.参 照)。

2.野 外 で の 摂 食 試 験

1961年5月 に 樹 体 の 一 部(長 さ 約50cmの 針 葉 が 十 分 に 着 い て い る枝)を サ ラ ン ネ ッ トで 包

そ の 中 に マ ツ カ レハ の 幼 虫 を 入 れ,生 育 し 得 る か ど うか を 観 察 し た 。 す な わ ち,5月26日 に 上

育 種 試 験 地 内 の ア カ マ ツ を 食 害 し て い た6令 と 思 わ れ る マ ツ カ レハ の 幼 虫 を 採 取 し,次 の 各 種 に

2頭 ず つ 寄 生 さ せ た 。 試 験 に 供 し た 種 お よ び そ の 結 果 は 次 の よ うで あ る 。

P.armandi2頭 と も 蝋 化,羽 化,

P.ayacahuitevar.brachyptera1頭 は 蠣 化,羽 化,1頭 は 死 亡(原 因 不 明)

P.banksiana2頭 と も 蝋 化,羽 化

P.echinata1頭 は 蠕 化,羽 化,1頭 は サ ラ ン ネ ッ トよ り逃 亡 し た よ う で 虫 体 見 当 ら ず

P.elliottii2頭 と も 蝋 化,羽 化

P.excelsa2頭 と も 蠕 化,羽 化

P.halepensis2頭 と も 蠣 化,羽 化

P.lariciovar.calabrical頭 は 蠕 化,羽 化,1頭 は 死 亡(原 因 不JJ)

P.lariciovar.Corsicana2頭 と も蠕 イヒ,羽 化1

P.luchuensis2頭 と も 蠕 化,羽 化

P.massoniana1頭 は 蠕 化,羽 化,1頭 は 死 亡(原 因 不 明)

1).muricata2頭 と も蠕 化,羽 化

P.nigra1頭 は 蠕 化,羽 化,1頭 は 死 亡(脱 皮 障 害 ア そ の 途iで 死 亡)

P・australis1頭 は 蝋 化,羽 化,1頭 は 死 亡(原 因 不 明)

P.patula2頭 と も蠕 化
,羽 化
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pence2頭 と も蝋 化,羽 化

pinaster1頭 は 蝋 化,羽 化,1頭 は 死 亡(原 因 不 明)

Linea2頭 と も蝋 化,羽 化

ponderosa2頭 とも蝋 化,羽 化

pungens2頭 と も蝋 化,羽 化

rigida1頭 は 蠣 化,羽 化,1頭 は 死 亡(原 因 不 明)

$;yobus2頭 と も蝋 化,羽 化

sylvestris2頭 と も蝋 化 した が 羽 化 せ ず,と もに 寄 生 蜂 が発 生
'

sylvestrisvar.Rigensis1頭 は 蝋 化 した が 羽化 せ ず,後 に 寄 生 蜂 が 発 生,1頭 は 死 亡(原 因

∫

taeda2頭 と も蝋 化,羽 化

Dirginiana2頭 と も蝋 化,羽 化

堪 陰鷺 置鶏ツ職 諜 朧lj鶉濃 驚 談1蔽凝 繍 璽隻
鋳 ば

,こ れ らの外 国産 の マ ツを摂 食 して マ ツカ レハが 生 活 す る こ とは 可 能 と思 わ れ る。 反 面,外
鞭 マ ツは在 来 の ア カ マ ツ

,ク ロマ ツ同様 に マ ツカ レハ の被 害 を うけ る可 能 性 が あ り,今 まで の と

・上 賀 茂 で マ ツカ レハ に よ る大 被害 がみ られ なか った こ とは,こ の 附 近 の マ ツ カ レハ の 棲 息 数 が

蔭(ゑ)か
った こ とや,ま たそ の 機 会 に 出会 わ なか った ため と考 え られ る。

碧

3.投 餌 に よ る 個 体 飼 育

1羊5月 下 旬か ら当 試験 地 内 の 天然 ア カ
マ ツを食 害 中 の7令 と推 定 され る マ ツカ レハ の幼 虫 を 採

・外国 産 マ ツ属 の うちか ら18種 の 針 葉 を 餌 と し て蠕 化 ま で個 体 飼 育 を 行 な った 。 そ の結 果
,供

いずれ も幼 虫 時'代を 完 うして蝋 化 した。

して 用 い た外 国 産 マ ツは 次 の18種 で あ る。

Dも の;P,banksiana,P.echinata,P.elliottii,P.massoniana,P.nigra,P.pinaster,

!a,P.pungens,P.sylvestris,P.virginiana

Dも の;P.patula,。P.radiata,P.rigida,P.taeda
饗

Dも の;P.ayacahuite,P.excelsa,1).peuce,P.strobes

、駒(ゑ)育中 は2～3E1間 隔 で 餌 を代 え,与 え た針 葉 量(針 葉 長)と 残 され た針 葉量(針 葉 長)よ り,

り摂 食 量 を 求 め た。 ま た 同期 間 の 脱 糞量 を も調 査 した。 この摂 食量 と脱 糞 量 とを プ ロ ッ トした

乃至3図 で,各 図 と も摂 食量,脱 糞量 は絶 乾 重 量 で表 わ され て い る。 す なわ ち,脱 糞量 は 直 接

で,摂 食 量 は針 葉長 で 得 た値 を,別 に 針葉 長 と絶乾 重量 との 関係 を求 め,こ れ よ り絶乾 重量 に

た もの で あ る。 な お,1乃 至3図 に 描 かれ た 直線 は,マ ツ カ レハ の幼 虫 を ア カ マ ツの針 葉 を 餌

睡 鯖 して求めた越冬後の搬 趾 脱難 ・の関願 詰 ある。
至3図 は 図 の 煩 雑 を 避 け る意 味 か ら便 宜上2葉,3葉,5葉 の もの に 分 け て 描 い た が,こ れ ら

図か らわ か る よ うに,摂 食量 と脱 糞量 との 関 係 は,と くに 外 国産 マ ツの針 葉 が2葉,3葉,5

る こ との 差 は み られ ず,さ らに 樹 種 間 の 差 もほ とん どな い よ うで あ る。

刈 査 では マ ツ カ レハ の 幼 虫 の 生 育 途 中 か ら外 国 産 マ ツを 摂 食 させ た が,自 然 に それ らを 食害 し

幼虫 の存 在 す る こ とか ら推 定 し て,外 国 産 マ ツを摂 食 して も マ ツ カ レハ は ア カマ ツや クロマ ツ

した場 合 と同 様 に 正 常 に 生 育 す る もの と思 わ れ る。 しか し,1乃 至3図 か ら,ア カ マ ツを摂 食

合 と比べ て,同 量 の 糞 を 排 泄 す るに は ア カ マ ツの 方 が 多 く摂 食 しな け れ ば な らず,換 言 すれ ば,
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勤針葉を摂食しても外国産マツの方がより多く排泄されるようである・アカマツを餌 として飼育
lFと 外国産マツを餌 として飼育 した本調査と年代が違い・また飼育 した場所 も違っているから・

にうな飼育環境の差を考慮する必要はあるが・この結果からではマツカレハはアカマツを食害す

研 国産マツを食害するよ りす くない摂食量で世代を完 うできるのではないかと推定される・

ダ

摘 要

,次 学 農 学 部 附 属 演 習 林 上 賀 茂 育 種 試 験地 で・ 外 国 産 マ ツ属 に対 す るマ ツカ レハの 摂 食 を調 査 し・
1羊7月 ま でに 判 明 した の は つ ぎ の こ とが らで あ る

。

獄 験 地構 内 の植 栽 地 で,マ ツ カ レハの 幼 虫 が,外 国 産 の マ ツ24種 を食 害 して い る の を確 認 し

そ の他,外 国 産 マ ツ8種 は 現 在 の と ころ マ ツ カ レハ の 幼 虫 が 食 害 して い る の を観 察 で き なか っ
「

マ ツカ レハ の 幼 虫 が 食 害 して い た24種 の うちP.ayacahuite,P.banksiana,.P.radiataの

1肇 欝 こすぎなか鵡 非常に激しく榊7脚 こはほとんど全部の針葉をうし

魍 産 マ ツ26種V'つ い て,野 外 でサ ラ ソネ ッ トを 用 い て マ ツカ レハ幼 虫 を強 制 的 に寄 生 させ た紹

$2,3の 幼 虫 は 死 亡 した が,1樹 種 に寄 生 させ た2頭 とも に 死亡 した も の は な く,供 試 虫 の

;分は 蝋化,羽 化 した・

礪 認 種の針縮 鵬 飼育ビンでマツカレノ'幼虫を個体鰍 縣 しbずれの
翫ッヵレハの幼虫の個体飼育の結果より,摂 食量 と脱糞量 との関係を求めると,ア カマツの針葉

とした場合 と非常によく似た関係が得られた。すなわち,摂 食量 と脱糞量 とは両対数 グラフ上

糠 鰭瓢 繍・憲 皆鹸 鵬綴 瓢搬欝章雛
Eま で の 野外 で の調 査 と強 制 摂 食 お よび個 体 飼 育 の結 果 か ら,マ ツカ レハ の幼 虫 が 外 国産 マ ツ

を摂 食す る こ とを確 認 した。 さ らに これ か ら推 測 して,マ ツ属 であ れ ば いず れ の 樹 種 で も マ

レハの 幼 虫 に よ り被 害 を うけ る こ とが推 察 され る。
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Résumé

 well-known that the pine caterpillar (Dendrolimus spectabilis Butler) is the most 

 among the leaf-eating insects of the red pine (Pinus  densiflora S. et Z.) and the 

 to (P. thunbergii Parl.) and frequently gives the greatest damage to these forests in 

 Besides, it seems that this caterpillar gives the damage to many pine-species imported 

1.
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    On the feeding of this caterpillar to these foreign pine-species, the reports  investigate 

detail could scarcely be found as far as we could review. 

   In this report, the authors deal with some investigations on the feeding of the 

caterpillar to many foreign pine-species from 1960 to 1963, which are planting in the Kamig 

Breeding Experimental Forest Station of Kyoto University. 

   The results obtained from these investigations were as follows : 

  1. We found that twenty-four species among the foreign pine-species were infested 

the pine caterpillar but the other eight species were not in these planting. In case of  I 

species, P. ayacahuite, P. banksiana, P.  radiata, out of these twenty-four species, only a 

of each species was infested very heavily, and almost all needle-leaves of its crown had 

defoliated in the middle of July in 1963. 

    These twenty-four and eight foreign pine-species were as  follows  : 

   the  former  : 

    P. australis, P. ayacahuite, P. ayacahuite var. brachyptera, P. banksiana, P. echii 

P. elliottii, P. excelsa, P. laricio var. calabrica, P. laricio var. corsicana, P.  luchuensis 

massoniana, P.  muricata, P. nigra, P. pinaster, P. pinea, P. ponderosa, P. pungens, P. rad 

P. rigida, P. strobus, P. sylvestris, P. sylvestris var. Rigensis, P. taeda, P. virginiana 

   the  latter  : 

    P. armandi, P.  halepensis, P. jeffreyi, P. laricio var. pallasiana, P. nigra var.  austr 

P. patula, P. peuce, P. torreyana 

   2. After a part of branches of each twenty-six foreign pine-species was covered wits 

saran-net, the two larvae of the pine caterpillar at the sixth instar were put into the 

each foreign pine in May of 1961. Some larvae were dead by an accident, however  one 

at the very least of the two at each foreign pine pupated early and middle in July and 

wings from July to August. 

   These twenty-six foreign pine-species were as  follows  : 

    P. armandi, P. australis, P. ayacahuite var. brachyptera, P. banksiana, P.  echinai 

 elliottii, P. excelsa, P. halepensis, P. laricio var. calabrica, P. laricio var.  corsicanz 

luchuensis, P.  massoniana, P. muricata,  P. nigra, P. patula, P. peuce, P. pinaster, P.  P 

P. ponderosa, P. pungens, P. rigida, P. strobus, P. sylvestris, P. sylvestris var.  Rigensi 

taeda, P. virginiana 

   3. As the result of the individual breeding of pine caterpillar fed on the  needle-lea` 

eighteen foreign pine-species at the last ten days of May in 1961, any larva pupated in 

   These eighteen foreign pine-species were as  follows  : 

    P. banksiana, P. echinata, P. elliottii, P.  massoniana, P. nigra, P. pinaster, P.  pin, 

pungens, P. sylvestris, P. virginiana, P. patula, P. radiata, P. rigida, P. taeda, P.  ayaca 
P. excelsa, P.  peuce, P. strobus 

   4. When the caterpillar ingested the needle-leaves of the foreign pine, the  correll 

between the feeding quantity and the amount of the frass were shown with the  straighl 

in the logarithms as it was the red pine. These were not the same entirely in  com0 

with the red pine, but there was not the difference of these correlations in the foreign • 

species.
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 5, As the results of the observation of the feeding in planting, the breeding with the 

 of the net in the same place and the individual breeding, we could find that the pine 

 erpillar ingested twenty-eight foreign pine-species in Kamigamo. From these investigations, 

seems to be possible that every species of the pine-genus in Japan is infested with the pine




